


口氏などの場合 と異なる点 は,林 かυ本のすべ り面

ボめ張イ寸けであること,テ
ーフ
゛
ルに張付 けた万吏賃

コム`板の厚 さは 1.2 cm′テ
ープルの史帝回転数 は

40.5Ap.屁 。′10町椅■枚 をのせた ときイ夫試体がゴ

ム板面になlξ
゛
す終綺宣 |よ21.4町′平均圧力強きは

0.4 8り行′ゴム赦湿潤 の場合の流下水
‐0_は平均“0

CC / m hぞあることなと
゛
て
い
ある。

仏がく4本をイ乍用させなνヽて`テ
ーフル゙の自然イ亭上ま

での回転魚θ。は1っの供試体を落下させる前に2

回報1たしノつどに秩鉢 を井下させてからテ
ーザルボ棒上するまでの回転魚θを連続 5回

涅1たしてから′他の秩訳体の夜験につゴつごと移るという方法を繰逸 した。久験方法の群

細については諄家の際に毬べる。

4。すべり上め矢験の糸↓呆

それぞれの秩試体についてゴム救乾燥の場合60

回ノゴム赦湿濶 の場合45回のすべ り上め費験を′子

なって′昇た府擦係数の平均値は図
-1の 通 りであ

る。図-11ミ よって張付けめの種類界|にみるとノ

ゴム祗札蛛およが泣瀾のいずれの場合もエメリ~

ル〉ボヵため↓■上ヒベてやや優れてν`るようぞある。根

付けめの粒後力ヽらみると′粗矛)力ヾ紳砂より癖株イ系

数バ大い とヽv うヽ経スボて
いている。ゴム枚の乾燎

の場合に比べく)ユ潤のとこのオ幕孫枚減少の夕1合

|よ′雅乃ケAの ロサンゼルス試験後のめ と張4+けな

しとが大きく′るた,,Cは )ユ,間のとこボかたって増

力0している。以上ヽ`ずれにしても張付けなしの棋

鷲体に比べると′助 張4tけはすべり上めに有効な

ことがわかる。

5.む すが

今回のすべり上め欠験は倉動車の走行速度′接ナセスカなど欠際の場か とかけ離れたもの

であリノ またウ`次夕1にすぎないバノ舗装のすべり上のとしてめ張付け工)去が看)の種類によ

って とも 禾星え の効果 ヵヾ あ るかノ ちわよそのな資向を矢フることがで こると心 う。 し か しめノθ

の援1史41●の フヾラッキが大 きい ことは, この実験 の家五や力去 に'さし今後 さらに検討 の余地

ぶあることを示 してしヽ る。
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図- 1張 付け秒 と摩株イ系枚
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